
平成 21 年度第１回 SPOD 高知県内ネットワーク運営協議会議事概要 
 
日 時：平成 21年 6月 3 日（水）10：00～11：15 
場 所：高知女子大学第一会議室（永国寺キャンパス） 
出席者：高知工科大学・坂本教授、浜田事務局次長 

高知女子大学・佐藤教授、竹島総務企画課チーフ 
高知学園短期大学・田村教授、平野事務局長、森原教務学生課長 
高知工業高等専門学校・渡辺総務課長補佐、井手人事・労務係長 
高知大学・塩崎教授、近田人事課長、 

陪席者：小島人事課課長補佐、中澤事務補佐員（SD 担当）、末本専門職員、大槻教務補佐員、 
西村事務補佐員 

 
 議事に先立ち、塩崎教授から都合により欠席の深見教育担当理事に代わり本日の議事進行
をさせていただくこと、今回の開催場所を提供いただいた高知女子大学の協力に対し謝辞が
述べられた。 
 
議題等： 
１．第 2回 SPOD ネットワークコア運営協議会の報告について 
 （１）SPOD 事業評価について 
   塩崎教授から資料 1-1 及び 1-2 に基づき、平成 20 年度 SPOD 事業の評価と 21 年度事業
への反映案等の説明があった。特に今後の事業を進めていく上で、学校種別、規模別で
の加盟校のニーズ調査の必要性やその整理の重要性について説明があった。 

 （２）SPOD フォーラムについて 
   塩崎教授から資料２及び資料７（研修プログラムガイド 2009）に基づき、９月に開催
される SPOD フォーラムについて説明があった。 

 （３）FD マップについて 
   塩崎教授から資料３の「大学・短大で FD に携わる人のための FD マップと利用ガイド
ライン」について説明があり、FD に係る学内等への説明資料としてご利用いただきたい
旨提案があった。 

 （４）SPOD ホームページの運用について（案） 
   資料４に基づき、本年３月に運用を開始した SPOD の HP について報告があった。 
 （５）SPOD 研修講師について 
   塩崎教授から資料５に基づき、SPOD 加盟校の教職員が講師として派遣される場合の旅
費や謝金の取扱いや本年度の講師受託実績一覧の作成等について説明があった。 

 （６）SPOD 事業補助金連携校への旅費支出の考え方（案） 
   塩崎教授から資料６に基づき、本年度の SPOD 事業への参加旅費等の考え方、利用方法
等について説明があった。  

 （７）研修プログラムガイド 2009 について 
   塩崎教授から資料７に基づき、プログラムガイドの利用方法や他県開催で参加可能な
プログラムについて説明があった。 

 （８）第３回 SPOD－SD プログラム開発セミナー実施要項について 
   資料８に基づき、中澤 SD 担当職員から近日中に参加依頼文書を送付する旨の説明と県
内加盟校への協力依頼があった。 

 （９）SPOD－SD プログラム開発の中間報告について 
   引き続き資料９に基づき、中澤 SD 担当職員からこれまでの SD プログラム開発の進捗
状況について報告があった。 



２．各大学の組織体制について 
  資料１０に基づき、高知高専の渡邉課長補佐から学内組織体制について説明があった。 
また、前回会議に引き続き、塩崎教授から各大学における学内体制の整備について依頼が 
あった。 

     
３．その他 
 ①佐藤高知女子大学教授から、昨年度導入した遠隔講義システムによる e-Learning として 

の今後の活用計画について質問があった。塩崎教授から、事業評価でもシステムの有効
活用についてコメントされていることから、今後利用頻度を上げていく必要がある旨意
見があった。 

 
 ②平野高知学園短大事務局長から、学内における SD 研修の進め方について質問があり、塩
崎教授から、まず従来業務のたな卸し作業を行い、職員がどのような業務を行っている
かという実態の把握をし、どういう研修が必要なのか見極めることから始めてはどうか
との提案があった。 

 


